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付表 4. マダラ陸奥湾産卵群の Age-length Key 

※2010 年漁期－2012 年漁期の合算 Age-length 

Key は、2009 年漁期以前及び 2014 年漁期の年

齢別漁獲尾数推定に使用。また、網掛け部分は、

2010 年漁期－2012 年漁期の合算 Age-length 

Key で補完した値。 

付表 3. 脇野沢村漁協における漁期年別の全長別漁獲個体数    単位：個体 

 全長階級(㎜） 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

500≦～＜550 38 44 20 75 283 33 16 102 101 73

550≦～＜600 867 195 99 533 1,964 327 334 305 599 1,055

600≦～＜650 2,587 855 306 2,581 8,387 3,090 2,316 2,016 2,489 3,283

650≦～＜700 4,117 1,225 547 2,516 6,781 7,800 4,090 4,255 3,162 4,544

700≦～＜750 3,951 1,219 1,414 876 10,030 13,147 3,287 16,533 3,448 10,641

750≦～＜800 2,677 1,118 1,828 629 10,427 13,228 4,297 22,906 6,324 7,080

800≦～＜850 1,160 641 489 403 3,551 7,129 2,555 4,887 6,222 1,436

850≦～＜900 306 320 167 186 699 1,717 947 1,303 2,148 879

900≦～＜950 51 138 88 75 151 376 302 366 737 425

950≦～＜1000 38 6 24 20 38 16 24 143 313 73

1000≦～＜1050 0 6 3 5 19 16 0 20 92 0

1050≦～＜1100 0 0 0 0 0 16 0 0 18 0

計 15,792 5,768 4,985 7,900 42,330 46,896 18,168 52,836 25,654 29,491

測定尾数 1,239 918 1,467 1,570 2,241 2,868 2,283 2,595 2,783 2,783

2010年漁期－2012年漁期の合算Age-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 0.50 0.50 2

450≦～＜500 0.33 0.33 0.33 3

500≦～＜550 0.09 0.64 0.27 11

550≦～＜600 0.04 0.36 0.36 0.16 0.08 25

600≦～＜650 0.02 0.17 0.44 0.35 0.02 52

650≦～＜700 0.20 0.30 0.39 0.09 0.02 64

700≦～＜750 0.12 0.35 0.40 0.11 0.02 65

750≦～＜800 0.01 0.08 0.26 0.43 0.18 0.04 91

800≦～＜850 0.10 0.40 0.44 0.04 0.02 48

850≦～＜900 0.07 0.37 0.30 0.22 0.04 27

900≦～＜950 0.13 0.63 0.25 8

950≦～ 1.00 1

2010年漁期のAge-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 0.50 0.50 0

450≦～＜500 0.33 0.33 0.33 0

500≦～＜550 0.09 0.64 0.27 0

550≦～＜600 1.00 1

600≦～＜650 0.38 0.63 8

650≦～＜700 0.40 0.50 0.10 10

700≦～＜750 0.17 0.67 0.17 18

750≦～＜800 0.12 0.52 0.36 25

800≦～＜850 0.09 0.55 0.36 11

850≦～＜900 0.25 0.25 0.50 4

900≦～＜950 0.13 0.63 0.25 0

950≦～ 1.00 0

2011年漁期のAge-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 0.50 0.50 0

450≦～＜500 1.00 1

500≦～＜550 1.00 4

550≦～＜600 0.17 0.83 6

600≦～＜650 0.07 0.79 0.14 14

650≦～＜700 0.30 0.45 0.25 20

700≦～＜750 0.43 0.43 0.14 7

750≦～＜800 0.22 0.56 0.22 9

800≦～＜850 0.43 0.43 0.14 7

850≦～＜900 0.25 0.75 4

900≦～＜950 0.25 0.75 4

950≦～ 1.00 0

2012年漁期のAge-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 0.50 0.50 2

450≦～＜500 0.50 0.50 2

500≦～＜550 0.14 0.43 0.43 7

550≦～＜600 0.06 0.44 0.22 0.17 0.11 18

600≦～＜650 0.03 0.27 0.30 0.37 0.03 30

650≦～＜700 0.21 0.18 0.44 0.15 0.03 34

700≦～＜750 0.20 0.43 0.28 0.08 0.03 40

750≦～＜800 0.02 0.12 0.33 0.37 0.09 0.07 57

800≦～＜850 0.13 0.33 0.47 0.03 0.03 30

850≦～＜900 0.05 0.42 0.16 0.32 0.05 19

900≦～＜950 0.50 0.50 4

950≦～ 1.00 1

2013年漁期Age-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 1.00 1

450≦～＜500 0.33 0.33 0.33 0

500≦～＜550 0.09 0.64 0.27 0

550≦～＜600 0.43 0.43 0.14 7

600≦～＜650 0.14 0.50 0.29 0.07 14

650≦～＜700 0.67 0.22 0.11 9

700≦～＜750 0.17 0.50 0.33 6

750≦～＜800 0.42 0.42 0.08 0.08 12

800≦～＜850 0.09 0.45 0.36 0.09 11

850≦～＜900 0.11 0.22 0.11 0.22 0.22 0.11 9

900≦～＜950 1.00 1

950≦～ 1.00 1
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（ピンポイント短期漁場探索のための HSI（好適生息域）モデルの開発） 

 

清藤真樹・永峰文洋 

 

目 的 

本研究は、文部科学省の気候変動適応研究推進プログラム委託事業として、独立行政法人海洋研究開発

機構が受託元となり、独立行政法人水産総合研究センター、国立大学法人京都大学、国立大学法人北海道

大学と当所が参画して実施した「気候変動に伴う水産資源・海況変動予測技術の革新と実用化」事業（以

下、プロジェクトと記す。）の一環として実施し、ピンポイント短期漁場探索のためのHSI（好適生息域）

モデルの開発に必要な基礎データを取りまとめた。 

 

材料と方法 

1．漁獲量データの整理 

 八戸港に水揚げされたアカイカ漁獲量を八戸みなと漁協、（株）八戸魚市場が取りまとめた漁獲調査から

求めた。 

2．標本船データの収集 

八戸港及び大畑港所属の中型イカ釣り漁船に操業記録を依頼し、三陸沖アカイカ漁について 8 隻から延

べ 247 日分の操業結果を得て、（独）水産総合研究センターに提供した。 

また、八戸港所属の中型イカ釣り漁船 2 隻に GPS データロガーを装備し、位置データと表面水温データ

を収集した。 

3．漁場調査及び環境調査 

当所試験船開運丸により三陸沖合において下記調査を行った。 

(1) 漁場調査 

7から 14台の自動イカ釣り機により釣獲されたイカ類について種毎に全尾数を計数し、そのうち最大 100

個体について外套長を測定した。 

① 第 1 次調査：平成 25 年 11 月 11 日から 11 月 18 日。操業 12 回 

② 第 2 次調査：平成 25 年 12 月 9 日から 12 月 18 日。操業 7 回 

③ 第 3 次調査：平成 26 年 1 月 10 日から 1 月 25 日。操業 17 回 

(2)環境調査 

全操業点において seabird 社製 CTD・911plus による表層から最深 400m までの水温の測定及び採水によ

るクロロフィル a、栄養塩の測定を実施した。 

 

結果と考察 

1．漁獲量データの整理 

 アカイカの水揚げは八戸港に集中しており、ほぼすべてが中型イカ釣り漁船（凍結）によるものである。 

アカイカ漁は、1970年中盤からのスルメイカ資源の減少により、スルメイカを対象として発展してきた

イカ釣り漁業の新たな対象種として1974年から始まった。1978年からはアカイカを対象とした流網が開発

されたことにより、釣りによる漁獲は減少の一途となり、1990年には、それまで海外に出漁していた大型

イカ釣り漁船が操業したことによって1万トンとなったものの、1980年代中盤から1990年代中盤まで低水準

で推移した。その後、1992年の公海流網全面禁止以降、最盛期に近い水揚量まで回復したが再び減少し、2
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万トン以下の水準へ低下した。 

2013年度の八戸港における船凍アカイカの水揚量は3,663トンで、前年比143％、近5年平均比74％であっ

た。また、1航海当りの水揚量は23.5トン/隻で、前年比42％、近5年平均比52％であった。北太平洋沖合の

夏漁、三陸沖合の冬漁のそれぞれを見ると、夏漁は1,824トン/隻で、前年比67％、近5年平均比55％であっ

た。また、1航海当りの水揚量は62.9トン/隻で、前年比53％、近5年平均比83％であった。冬漁は2,144ト

ン/隻で、前年比3,675％、近5年平均比104％であった。また、1航海当りの水揚量は12.7トン/隻で、前年

比1,087％、近5年平均比102％であった。2011年度漁期、2012年度漁期とほぼ皆無であったため、3年ぶり

の水揚げとなった（図1、2）。 

 

            図1．八戸港における年別船凍アカイカ水揚量. 

 

 

図2．八戸港における漁期別累積船凍アカイカ水揚量. 

 

 

2．標本船データの収集 

2011年度、2012年度と皆無であった三陸沖に漁場が形成されたため、操業日数は延べ247日間（前年9日

間）となった。各月のCPUEは103.6から165.0箱/日（前年40.9から57.0箱/日）、1,314.0から2,105.1kg/日

（前年327.0から729.6kg/日）であった（表1）。 

第68源栄丸と第38宏福丸に設置したGPSデータロガーによって自動的に観測された表面水温と位置デー

タは、衛星回線を通じて国立大学法人北海道大学に提供した。 
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表1 標本船調査結果 

 

 

3．試験操業及び環境調査 

(1) 漁場調査 

① 第 1 次調査 

水温は 0m、50m、100m、200m 層で各々8.1～18.3℃、6.0～18.4℃、1.1～17.7℃、2.0～13.6℃であった。 

全操業点に対する有漁点の割合（以下：有漁率）は 83％、1 操業当たりの尾数は 0～2,051 尾、外套長の

範囲は 18～40cm であった。また、CPUE は 0.00～25.48 尾/台/時であった。 

② 第 2 次調査 

水温は 0m、50m、100m、200m 層で各々11.4～17.5℃、11.5～15.3℃、10.9～14.6℃、3.7～13.9℃であっ

た。 

有漁率 100％、1 操業当たりの尾数は 1～58 尾、外套長の範囲は 23～42cm であった。また、CPUE は 0.00

～0.87 尾/台/時であった。 

③第 3 次調査 

水温は 0m、50m、100m、200m 層で各々8.7～15.9℃、9.6～15.7℃、9.1～12.2℃、4.6～11.1℃であった。 

有漁率 94％、1 操業当たりの尾数は 0～1,091 尾、外套長の範囲は 23～44cm であった。また、CPUE は 0.00

～9.09 尾/台/時であった（図 3）。 

 

 

図 3．漁場調査結果（2013 年 11 月、12 月、2014 年 1 月）. 

 

 

アカイカ

漁期 10月 11月 12月 1月 2月 合計
2013年 3,076 0 1,658 20,790 10,467 35,991
2012年 0 0 57 0 327 384
2013年 37,891.0 0.0 21,024.0 261,330.0 130,792.0 451,037.0
2012年 0.0 0.0 729.6 0.0 2,616.0 3,345.6
2013年 18 0 16 126 87 247
2012年 0 0 1 0 8 9
2013年 170.9 - 103.6 165.0 120.3 145.7
2012年 - - 57.0 - 40.9 42.7
2013年 2,105.1 - 1,314.0 2,074.0 1,503.4 1,826.1
2012年 - - 729.6 - 327.0 371.7

※漁獲箱数・漁獲量は足、耳、軟骨を含む
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(2)環境調査 

 11月の調査では水深0mから200mのクロロフィル総量が多い地点でCPUE（尾/台/時）が高く、1月の調査で

は水深0mから200mのクロロフィル総量は、それほど高くないものの水深200mのクロロフィル量が多い地点

でCPUE（尾/台/時）が高くなった。これは、基礎生産量が時期や地点、もしくは、基礎生産から二次生産

への活動が、暖水塊等渦運動等によって深い水深まで達している地点でCPUE（尾/台/時）が高くなるもの

と考えられた。 

 

図4．クロロフィル量とCPUE（尾/台/時）の関係. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表誌：平成25年度報告書 文部科学省 気候変動適応研究推進プログラム 

気候変動に伴う水産資源・海況変動予測技術の革新と実利用化（独立行政法人海洋研究開発機構） 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

0

1

2

3

4

5

CP
U

E(
尾

/台
/時

)

Ch
l+

Ph
eo

(m
g/

t)

調査回次

200m

100m

50m

20m

0m

CPUE


